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第
3９
回
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

大
会
久
慈
大
会
が
さ
る
９
月
４

日
（
土
）、
大
会
主
題
「
や
ま

せ
の
大
地
か
ら
太
い
根
っ
こ
と

絆
を
」
の
下
、
久
慈
市
文
化
会

館
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
を
主
会
場

に
県
内
各
地
か
ら
1
、
０
９
５

名
の
会
員
が
集
い
開
催
さ
れ

た
。
午
前
中
は
七
分
科
会
で
研

究
協
議
が
行
わ
れ
、
午
後
は
開

会
行
事
に
先
立
ち
、
普
代
中
学

校
生
徒
に
よ
る
「
鵜
鳥
神
楽
」

披
露
、「
北
限
の
海
女
」

挨
拶
な
ど
多
彩
な
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
披
露
が
あ
り
、

参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手

を
浴
び
た
。

　

全
体
会
に
は
山
内
隆
文

久
慈
市
長
、
岩
手
県
教
育

委
員
会
教
育
長
（
代
理
・

県
北
教
育
事
務
所
長
熊
谷

勇
夫
様
）
は
じ
め
多
く
の

ご
来
賓
の
出
席
を
頂
い

た
。
そ
の
後
、「
私
の
歩

ん
だ
道
〜
妻
に
支
え
ら
れ

つ
か
ん
だ
栄
光
！
〜
」
と

題
し
て
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
両
大
会
の
メ
ダ
リ
ス
ト
で
洋

野
町
在
住
の
大
井
利
江
氏
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
な

お
次
期
平
成
２４
年
の
開
催
地
は

紫
波
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
大
会
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　

野
場　

秀
輝

９
月
４
日
、
わ
が
町
久
慈

市
に
於
い
て
、
第
3９
回
岩
手

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
久
慈
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆

さ
ん
に
ご
来
場
頂
き
、
温
か

な
ご
意
見
、ご
感
想
を
頂
き
、

大
成
功
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

三
十
年
振
り
の
開
催
と

な
っ
た
久
慈
大
会
の
実
行
委

員
長
の
大
役
を
頂
い
た
時
は

あ
ま
り
実
感
が
湧
か
ず
に
居
り

ま
し
た
が
大
会
当
日
が
近
づ
く

に
つ
れ
、
各
市
町
村
の
教
育
委

員
会
の
皆
さ
ん
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
仰
ぐ
中

で
、
こ
の
大
会
の
責
任
の
重
大

さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
久

慈
大
会
の
実
行
委
員
会
事
務
局

を
主
導
し
て
来
ら
れ
た
先
生
が

突
然
異
動
と
な
り
、
お
ん
ぶ
に

抱
っ
こ
だ
っ
た
私
は
大
変
慌
て

ま
し
た
が
、
先
任
の
先
生
の
入

念
な
準
備
と
新
し
い
事
務
局
の

頑
張
り
に
よ
り
大
役
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
て
心
残
り
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
時
間
が
と
れ
ず

全
て
の
分
科
会
を
充
分
に
見
学

出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
七

つ
の
分
科
会
は
そ
れ
ぞ
れ
完
成

度
が
高
く
、
大
会
終
了
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
高
い
評
価
を
頂

い
た
の
で
、
そ
れ
を
自
分
の
目

で
全
て
を
見
る
こ
と
が
出
来
ず

と
て
も
残
念
で
し
た
。
次
回
紫

波
大
会
で
は
大
会
参
加
者
と
し

て
分
科
会
、
全
体
会
で
思
う
存

分
勉
強
さ
せ
て
頂
こ
う
と
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
久

慈
大
会
に
関
っ
た
全
て
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
書
面
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

久
慈
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　

阿
部　
　

誠

　
　
　
　
　
（
福
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

第
3９
回
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

大
会
久
慈
大
会
は
晴
天
に
恵
ま

れ
た
中
、
県
内
約
1
、
０
０
０

名
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
参
加
の
も
と

“
琥
珀
の
里
”
久
慈
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。記
念
講
演
で
は
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
円
盤
投
げ
の

メ
ダ
リ
ス
ト
の
大
井
利
江
氏
が

「
私
の
歩
ん
だ
道
」〜
妻
に
支
え

ら
れ
た
栄
光
！
〜
と
い
う
演
題

で
講
演
さ
れ
、
七
つ
の
分
科
会

で
は
、
各
課
題
に
つ
い
て
多
く

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
学
び
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
北
限
の
海

女
の
皆
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
中
野
流

鵜
鳥
七
頭
舞
神
楽
が
披
露
さ

れ
、
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、「
あ
き
ら

め
る
の
は
簡
単
だ
が
、
日
々
の

こ
つ
こ
つ
と
し
た
努
力
が
、
ど

の
く
ら
い
大
切
か
知
っ
た
」
と

話
し
「
年
齢
、
性
別
、
障
害
の

有
無
は
関
係
な
く
、
夢
を
持
つ

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
夢

中
に
な
れ
る
夢
を
探
し
て
」
と

話
さ
れ
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
出
来
事
や
円
盤
投
げ
の
円
盤

を
使
い
、
競
技
の
難
し
さ
や
面

白
さ
な
ど
を
最
後
ま
で
熱
く
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

〝
や
ま
せ
の
大
地
か
ら
太
い
根
っ
こ
と
絆
を
〟

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
久
慈
大
会
、

盛
会
裏
に
終
了

大会分科会の内容‌ （敬称略）
分科会 テーマ 基調講演者 □コーディネーター・パネリスト

第 1分科会
「組織運営」

PTA の力を発揮できる組織について
～望ましい専門部の活動を目指して～

県Ｐ連顧問
　　松尾　正弘

□県教委生涯学習文化課社会教育主事　 久慈　　孝
・前石切所小 PTA 会長　 戸来　千秋
・種市小 PTA 副会長　 中村　照夫
・大野一中 PTA 会長　 権谷　正一

第 2分科会
「研修活動」

ひろげよう　心を育む　
読書・図書館・ボランテイア活動

芸術あそび
「虹色の部屋」
主宰　桜川　ちはや

□日野沢小校長　　 田中　　淳
・普代小読書ボランテイア「くれよん」代表 佐藤　美香
・久慈湊小 PTA 図書館ボランテイア 落合　雅子
・侍浜小 PTA 副会長　 越戸みどり
・角浜小 PTA 読み聞かせ「森のうさぎ」代表 北野澤恵子

第 3分科会
「健全育成」

「小中連携で『野田っ子』を育成」
～一村一校の特色を生かして～

盛岡大学非常勤講師
　　野口　晃男

□元野田村 PTA 連合会会長 小野寺健二
・元野田中校長 鈴木　敢治
・スポーツ少年団柔道直心館指導者 岩山　勝行
・野田小養護教諭 千葉　文子

第 4分科会
「家庭と
小学校教育」

「家庭学習の充実と読書活動の
推進への取り組み」

元県立図書館長
　　松尾　弘一

□洋野町教育振興会会長 阿部　俊夫
・種市小校長 柳村　　栄
・宿戸小教諭 柏崎美津子
・平内小 PTA 会長 北山　修一
・中野小 PTA 副会長 中谷美由紀

第 5分科会
「家庭と
中学校教育」

「高めろ！意欲　伸ばせ！個性」
～一人ひとりの子どもの

可能性を考える～

県教育委員会
教育委員長
　　八重樫　勝

□大川目中校長 伊藤　　隆
・福岡中 PTA 会長 浪岡　正行
・前北陵中 PTA 会長 菊地　正樹
・夏井中 PTA 会長 下野　　智

第 6分科会
「家庭教育
セミナー」

「いま、子どもの心を支える
家族の絆」
~ 育もう人と人との繋がりを～

水沢青少年育成
市民会議事務局次長
　　大村　千恵

□フリーアナウンサー 小田加代子
・奥州市水沢青少年育成市民会議事務局次長 大村　千恵
・県 PTA 連合会顧問 小野寺明美
・高砂スポーツ少年団代表指導者 西川　一弘
・元久慈湊小 PTA 会長 下山　琢也

第 7分科会
「特別課題」

「故郷に誇りをもち、　
心豊かな子どもを育む PTA 活動」

前琥珀博物館館長
　　佐々木　和久

□生涯学習推進センター社会教育主事 関上　　康
・大川目小親父の会会長 下館　佳光
・元山形村村長 清水　恭一
・バッタリー村村長 木藤古徳一郎

心
の
中
に
響
き
残
る
も
の

　
　
　
　
　

吉
田　

祥
子

　
　
　
　
　
（
久
慈
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　

久
慈
地
区
母
親
委
員
会
は

「
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
」
を

軸
に
、
昨
年
の
開
催
経
験
を
も

と
に
、
よ
り
深
く
、
充
実
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
目
指
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
は

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
の
分
科
会

で
も
あ
り
、
母
親
委
員
と
し
て

の
役
割
を
見
つ
め
直
す
良
い
機

会
で
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、

子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
現
在
の

厳
し
い
現
実
の
中
に
あ
っ
て
も

精
一
杯
に
生
き
抜
こ
う
と
す
る

子
ど
も
達
の
力
強
さ
、
再
生
の

力
に
勇
気
付
け
ら
れ
、
パ
ネ
ル

デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
今
、

子
ど
も
達
、
そ
し
て
私
達
に
何

が
必
要
な
の
か
が
様
々
な
観
点

か
ら
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
大
会
を
終
え
た
今
は
充

実
感
と
共
に
、
皆
様
の
心
に
何

か
一
つ
で
も
響
き
、
残
る
も
の

が
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

改
め
て
「
家
庭
教
育
セ
ミ

ナ
ー
」
に
ご
賛
同
、
ご
尽
力
頂

き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
７
月
１０
日
（
土
）
県
内

の
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
評
議

員
４
７
３
名
が
一
堂
に
会
し
、

盛
岡
市
渋
民
文
化
会
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
岩
手
県
教
育
委
員

会
法
貴
敬
教
育
長
が
「
岩
手
県

の
教
育
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

県
の
教
育
方
針
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

へ
の
期
待
、
子
ど
も
達
を
取
り

巻
く
課
題
に
つ
い
て
講
話
。
続

い
て
米
澤
慎
悦
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
会
長
が
県
Ｐ
連
の
２２
年

度
活
動
方
針
と
目
標
を
説
明
し

た
後
、
各
担
当
副
会
長
が
事
業

と
予
算
説
明
を
行
い
、
参
加
者

と
の
質
疑
、
意
見
交
流
が
行
わ

れ
た
。

　

県
教
育
長
講
話
は
こ
れ
ま
で

新
年
度
総
会
で
3５
市
町
村
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
代
表
に
対
し
頂
い
て
き
た

が
、
今
回
は
よ
り
広
く
、
深
く

浸
透
を
図
り
た
い
と
の
考
え
か

ら
全
て
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

県
P
連
の
活
動
や
運
営
課

題
、法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
、

見
舞
金
給
付
事
業
運
営
等
々
、

各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
県
P
連

役
員
が
意
見
を
交
わ
し
あ
う
こ

と
に
よ
り
、
今
後
、
各
地
域
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
先
頭
に
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
作
り
の
た
め
、
課

題
や
目
標
を
共
有
し
た
き
め
細

か
な
活
動
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

分
科
会
レ
ポ
ー
ト

第
６
分
会 

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

Ｐ
Ｔ
Ａ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
さ
れ
る

第
２
回

第
39
回
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

久
慈
大
会
を
主
管
し
て

大
会
参
加
レ
ポ
ー
ト

全
体
会


